
令和６年度 東海農政局

農村ＲＭＯ推進フォーラム

プログラム

開会案内：JTB
開会あいさつ：農林水産省東海農政局

開会10:15～10:25

日本郵便株式会社東海支社経営管理部長 木場 一樹 氏
～郵便局と地方創生～

話題提供10:25～10:40

三重大学生物資源学研究科教授 岡島 賢治 氏
～三重大学から見た「勢和」～

基調講演10:40～11:10

勢和農村RMO協議会事例発表11:10～11:30

ファシリテーター
ねむのき代表 佐々木 尚子 氏

参加者との
コミュニケーション
セッション

11:30～12:30

閉会12:30

昼食休憩（12:30～13:30）※申込時に昼食弁当の注文が可能です。

農村RMOモデル地区視察（バスで移動） 「三重県多気町勢和地区」

※視察先は参加状況等により変更となる場合もございます。
予めご了承ください。

現地視察13:30～15:00

第１部：フォーラム

第２部：現地視察

開催
日時 令和６年12月5日(木)

開会:10時15分（受付9時55分から）

開催
場所

多気町立勢和中学校体育館
所在地：三重県多気郡多気町片野2254
※オンラインはZoomまたはYouTube
※ご希望の方は松阪駅より貸切バスで
送迎いたします

定員
会場参加 先着70名
オンライン参加 先着500名
現地視察（第２部）は、会場参加いただいた方に限ります。

開催
形式

現地参加およびオンラインによる
ハイブリッド開催
※現地視察の配信はありません
※オンラインはZoomまたはYouTube

共催 東海農政局 株式会社JTB
裏面もご参照ください

参加
対象

都道府県・市町村の農業・福祉・社会教育・地域づくり等
の関係者、JA、集落協定関係者、土地改良区、社会福祉
協議会、公民館関係者、その他農村RMOに興味・関心の
ある方

農村RMO（農村型地域運営組織）の普及啓発および都道府県、市町村、地域運営組織等の関係者、農村
RMOに興味をお持ちの方々への情報提供と知見の向上を図る事を目的に東海農政局と株式会社ＪＴＢの共催で
農村RMO 推進フォーラムと共に現地視察を開催し、より多くの方が互いに学びあう機会をご提供します。
本フォーラムが各地域での農村RMOの取り組みのきっかけづくりや、さらなる取り組みの推進の参考になれ

ば幸いです。



※会場参加の方は各自会場にお越しください。（松阪駅から送迎バスをご利用することもできます。事前申込が必要です）
※乗用車でお越しの方は駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。
※松阪駅からの送迎バスをご利用の方への駐車場はご準備していません。
※体育館での開催となりますので暖かい服装でご参加ください。
※送迎バスの復路については、現地視察終了後のみの対応となります。
※ご希望の方はお弁当をご用意しますが各自負担となります。（1,000円。事前申込が必要です）
※ご宿泊が必要な場合は各自で予約・支払をお願いします。
※申込は予約専用サイトからお願いします。

参加申し込み
応募締切 11月28日(木) 17:00
予約サイトからご応募ください。

https://japan-gastrotourism-and-trade.com/nouson-rmo/seminar/tokai/

お問い合わせ 農村ＲＭＯフォーラム事務局（株式会社ＪＴＢ内）

03-6628-4790

担当：渡辺､門田見､竹内

nouson-rmo@jtb.com

共催 東海農政局 株式会社ＪＴＢ

事例発表

勢和農村RMO協議会（事務局：一般社団法人ふるさと屋）
独居老人の増加や獣害による離農、荒廃農地の増加等の課題に対応すべく、これまでの仕組みで対処でき

なかった農地の保全、高齢者、子供たちの居場所を作るサポートの充実など、地域を活性化させる活動を展
開中。

送迎の案内
松阪駅とフォーラム会場間をバスで送迎します。
ご希望の方は申込フォームから利用有無を選択してくだ
さい。
時間は以下のとおりです。

《往路》
9:25 松阪駅 集合・出発 → 10:00 会場着

（参考）8:10 近鉄特急 名古屋駅発―9:17 松阪駅着

《復路》
15:20 会場発 → 16:00 松阪駅 到着・解散

（参考）16:08 松阪駅発―17:11 近鉄名古屋駅着

注意事項

会場へのアクセス
（Googleマップ）

三十三
銀行

松
阪
駅

北口
（近鉄側）

南口
（JR側）

発着場所 交番

話題提供

日本郵便株式会社東海支社
日本郵便株式会社では、郵便局のネットワークを活用して、地域住民の利便の増進に貢献する役割を担っ

ており、高齢者のみまもり活動や買い物支援などの取り組みを通じて地域社会に貢献。

三重大学生物資源学研究科 教授 岡島 賢治 氏

東京大学大学院助教を経て、2010年より現職。専門は、水利施設工学。農林水産省のスマート農業技術
の開発・実証プロジェクト「農業インフラの多目的活用による多面的機能発揮と強靭な中山間農業のための
技術体系の実証」実証グループ名「西村彦左衛門×ICT・IoT技術実証グループ」としてインフラメンテナ
ンス大賞（農林水産大臣賞）を受賞。また、勢和地区の地域課題解決に向けた各種取り組みにも携わってい
る。

基調講演


